
「トラベル ・テディー」について

横須賀学院様のご厚意により、津久井幼稚園に6/18-6/22 「 トラベル ・テディー」が滞在します。

当園では、英語科のキャサリン先生が中途なり運営いたします。

「トラベル ・テディー」は国内のみで、が家庭に泊まることはありません。

国内での様子を発信していきます。

3年 生の保護者の皆様ヘ 2012今 三4月 6日

英語科 片 桐志乃

トラベルテディ・プロジェクトについてのお知らせ

お子様のご進級おめでとうございます。また日頃は当学院へのご理解とご協力、また英語活動へのご理解を

頂きましてありがとうございます。

毎年 3年 生で取り組んでおります トラベルテディ・プロジェクトですが、新しい交流校とのプロジェクトが

スター トしましたのでご報告させていただきます。このプロジェクトは海外の子供たちと学院 3年 生の子ども

たちがそれぞれぬいぐるみを用意し、たがいに留学生として相手の学校へ送り合います。ぬいぐるみ留学生の

目を通して擬似的に異文化を楽しみながらお互いの地域や文化を知り、また英語を使つたコミュニケーション

にチャレンジしてみるプロジェクトです。

昨日、教室に新しいクラスメー トとして A組 「くま吉」B組 「さくら」が力日わりました。くま吉とさくら

は今年卒業した 6年 生が3年 生の時にお世話したぬいぐるみたちです。学院にとつては初代 トラベルテディで

して、既にイギリスとインドの留学経験があります (過去の留学の様子は小学校ホームページ 「トラベルテデ

ィ・プロジェクト」のリンク先からご覧頂けます)。

今年度の交流先はオリンピックで盛り上がりを見せているイギリスの東イングランド地方・ベッドフォー ド

シャーにあります Thurleigh Lower Schoolです。通常は 11月 に行つております

プロジェクトですが、今年は相手校の強い希望で4月 から7月 まで行うこととなりました。

くま吉とさくらは来週にはイギリスヘと旅立ち、入れ替わりにイギリスからぬいぐるみ留学生が到着いたし

ます。 そ の際にイギリスからのぬいぐるみ留学生のホームステイにご協力いただきたく、3年 生のご家庭ヘ

ご連絡させていただきました。内容としましては、お子様が連れて帰つたぬいぐるみ留学生を家に泊めていた

だき、お子様が書く日記のサポー トをしていただくというものです。日記の内容は相手校からリクエス トがあ

りまして、今回は 「日本の食事」「日本の遊び」「(オリンピックにちなんで)ス ポーツや体を使つた運動」「健

康にまつわること」の中からお好きなものを選んでいただきます。英語のヒント集を利用して例年英語で日記

にチャレンジするお子様が多く、英語科としても嬉しく思つております。表現が難しい場合は日本語の説明を

つけていただき、写真や絵を付けていただけると、相手にも伝わりやすくなります。正しく上手な英語を書く

ことを目指すものではなく、子どもたち自身が日本語を分からない相手に英語を使って考えや情報を伝えたい、

という気持ちと体験を重視した活動です。

この活動を体験した子どもたちは、その後の英語活動への取り組みにも変化が生まれています。是非全ての

お子様に経験していただきたいと考えています。その為にも英語科としても最大限にお手伝いさせていただき

ますので、ご不安なことがありましたら遠慮なくご相談下さい。

ホームステイの時期は 5月 中旬から6月 一杯を予定しておりますが、相手校からの留学生が到着した時点で

期日が決定いたします。また詳しい期間が決まりましたら皆様にご連絡させていただき、ホームステイ受入れ

が可能かどうかをお伺いさせていただきたいと思います。

何かご不明な点がございましたら、英語科までお問い合わせ下さい。

どうぞよろしくお願いいたします。
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Nice to meet you!!
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VVe are fravet buddies of Thurte19h Lower Sch001 in Bedford′Engiand.
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VVe are mascθts of the London Otympic 2012.
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Today,friends frorrl London rYlet our students.

They are in the 3rd grade.3‐ A ciassmates are very cheerful and 3‐ B

classmates are very friendly.A:〕 of we were very happy to meet you.
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